
　

５
月
24
日
㈭
、
下
野
市
ト
ウ
サ
ワ

ト
ラ
ノ
オ
保
存
会
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
は
サ
ク
ラ
ソ

ウ
科
の
植
物
で
環
境
省
の
絶
滅
危
惧

Ⅰ
類
に
指
定
さ
れ
、
全
国
で
も
生
息

地
が
愛
知
県
と
下
野
市
の
２
か
所
し

か
な
く
、
と
て
も
貴
重
な
植
物
で
す
。

平
成
18
年
６
月
、
江
川
・
五
千
石
地

区
ほ
場
整
備
事
業
の
生
態
系
調
査

中
に
50
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

保
存
会
は
、
江
川
・
五
千
石
地
区
整

備
委
員
会
・
環
境
部
会
、
東
根
自
治
会
、

小
山
北
桜
高
等
学
校
、
下
野
市
自
然

に
親
し
む
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
植
物
の
保
護
及
び
生

育
環
境
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

　

農
地
・
水
保
全
管
理
活
動
を
実
施
す
る

下
野
市
の
４
活
動
組
織
（
柴
地
区
環
境
保

全
会
、
仁
良
川
の
里
保
全
会
、
笹
原
地
域

環
境
保
全
会
、
石
橋
南
部
環
境
保
全
会
）

で
は
定
期
総
会
も
終
わ
り
24
年
度
の
事
業

を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

柴
地
区
環
境
保
全
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

５
月
30
日
㈬
に
『
田
植
え
体
験
』
を
、

６
月
３
日
㈰
に
は『
ホ
タ
ル
鑑
賞
の
集
い
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
『
田
植
え
体
験
』
で
は
国
分
寺
東
小
学

校
４
年
生
が
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
、
会
員
よ
り
田
植
え
の
仕
方
を
教

わ
り
、
田
ん
ぼ
の
中
の
感
触
に
歓
声
を
あ

げ
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
田
植
え
を

上
手
に
行
い
ま
し
た
。
秋
に
は
稲
刈
り
体

験
を
行
う
予
定
で
す
。

下
野
市

ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ

保
存
会
を
設
立

　
『
ホ
タ
ル
鑑
賞
の
集
い
』
は
、
ホ
タ
ル
・

カ
ワ
セ
ミ
の
会
と
共
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
地
域
住
民
を
始
め
大
勢
の
子
ど
も

た
ち
が
友
愛
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
い
な
が
ら
ホ
タ
ル

に
関
す
る
勉
強
会
を
行
い
、
そ
の
後
は
今

年
３
月
に
放
流
し
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼

虫
が
成
長
し
て
飛
ぶ
様
子
を
鑑
賞
す
る
た

め
、
ホ
タ
ル
川
に
移
動
し
ま
し
た
。
暗
が

り
の
中
に
飛
ぶ
き
れ
い
な
ホ
タ
ル
の
光
に

多
く
の
人
が
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
㈫
に
は
自
治
医
科
大
学
附
属

病
院
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
に
行

き
入
院
し
て
い
る
子
供
た
ち
に
ホ
タ
ル
を

見
せ
る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

農地の環境

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課

　

☎（
48
）２
１
４
３

農
地
・
水
保
全
管
理
活
動

組
織
の
活
動
瓦
版

トウサワトラノオの花

設立総会の様子

総会後の現地視察

ホタルに関する勉強会の様子

田植え体験
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